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配
利
用
し
て
組
税
丈
け
地
代
を
高
め
以
て
事
賃
上
借
地
人
を
し
て
地
純
を
文
挑
ら
は
し
り
る

事
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一
お
ふ
可
か
ら
・
ヂ
、
然
れ
共
都
市
以
一
方
に
於
〈
地
組
&
賦
保
す
る
と
共
に
他
方
に
於

て
は
、
戒
は
近
郊
の
買
上
仁
よ

b
、
成
綜
一
段
閤
付
家
践
の
建
築
に
よ
可
、
戒
は
交
遇
機
関
の
設
備
に

. .‘ ，、
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.岨一 、
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よ
』
り
て
、
住
民
を
近
郊
に
散
布
し
-
繁
昌
地
需
要
の
減
少
仁
勉
む
る
が
故
仁
、
寧
ろ
糊
嫁
を
議
関
難

な
ら
し
日
々
、
以
て
地
代
、
協
議
々
市
の
金
庫
仁
滅
入
ず
る
の
傾
向
注
生
安
、
可
し
、
民
一
.
つ
市
政
の
腐
敗
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以
静
人
の
燦
々
耳
に
す
ゐ
所
な
る
が
故
仁
、
市
布
地
を
滋
皮
に
獄
議
し
、
業
符
加
を
市
附
仰
の
役
員

に
一
芸
す
る
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t
低
俗

f
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v
t
ハ

な
る
所
に
し
て
、
設
税
制
は
純
球
上
日
多
少
遺
憾
の
紡

あ
t

り
と
唱
、
変
際
・
に
於
て
綜
大
γ
ト
抗
日
聴
い
ド
僚
ず
る
沙
も
の
と
一
流
ふ
可
し

以
上
外
側
の
施
設
い
と
態
統
と
を
制
納
付
て
立
一
一
一
江
成
効
な
試
験
し
た
れ

t
弟
、
之
れ
決
し
て
外
側

の
…
例
と
し
て
湖
岸
の
火
災
刷
す
可
を
も
の
仁
ゐ
ら
み
が
ノ
、
・
即
時
弘
我
附
仁
於
て
り
都
市
問
題
拡

、、〆 ¥、・ヘ

未
、
だ
議
論
の
中
必
と
な
ち
な
れ
共
、
近
来
…
誕
の
文
山
山
、
ね
一
頓
仁
般
加
し
、
市
債
の
増
加
の
'
知
念
昨
年

皮
ド
ト
於
て
は
貴
仁
殺
く
可
内
法
"
も
の
あ

ιり
北
1

り
と
す
u

れ
ば
、
英
牧
入
増
加
策
の
熱
必
な
る
研
究
川
町

日

午

腕

制

約

乙

κ

る
¥
喝
を
問
題
な
る
が
故
に
、
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外
仁
此
策
み
る
事
を
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民
の
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裏
に
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す
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、
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仲
次
商
人
の
投
機
取
引
は
往
々
に
し
て
炭
恨
の
騰
貨
を
抑

制
し
、
万
〈
'
怠
(
低
絡
を
招
致
す
る
乙
と
あ
る
を
以
て
、
資
際

の
結
果
宜
し
を
を
得
歩
。
結
局
現
行
制
度
の
施
行
を
凡
ゐ

一に一宇一れ‘・
0
0
而
し
て
此
制
皮
に
於
て
も
、
石
炭
の
尚
良
債
が

一
賃
銀
、
宮
決
定
ず
る
一
袋
・
案
文
る
は
勿
論
な
れ
ど
号
、
共
決
定

一
は
製
げ
て
之
宮
仲
裁
局
、
(
の

3
nロ
U
氏。口
M
W
O
R
仏
)
仁
詩
し
、

一
仲
裁
局
以
粉
炭
の
代
償
、
電
寅
賀
市
、
止
・
ー
ト
底
授
の
崎
明
額
等
制
洲

一
殺
の
事
情
を
参
酌
し
て
、
決
定
の
材
料
に
充
つ
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W
し
て

一
昨
年
十
一
万
来
日
満
了
し
大
る
案
誠
一
約
仁
於
て
は
、
袋

一
鍬
の
最
高
並
に
最
低
限
皮
宏
定
は
句
、
最
低
限
度
拡
千
八
百

…
お
十
九
年
の
標
準
卒
よ
ら
三
割
以
上
1

最
高
限
度
以
向
上

一
郎
准
・
卒
よ

b
六
初
以
上
仁
、
之
宮
波
注
文
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り
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絞
し
賃
銀

一
の
文
挑
拡
石
炭
の
生
産
に
於
て
、
最
大
の
失
授
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鋳
る
も

一
の
な
ん
ノ

O

間
よ
t
り
禁
制
令
は
地
方
の
欣
況
に
依
ム
ソ
、
叉
商

…
娘
一
主
の
緩
勤
仁
川
依
て
関
誌
な
る
所
な
な
ぜ
乞
径
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t
w肌唱、，…間

一
ウ
品
、
i

ル
ス
仁
於
て
は
i

資
銀
低
浴
の
場
合
に
お
割
乃
去

一
レ
七
割
五
分
、
賃
銀
上
滋
の
場
合
に
¥
レ
心
的
五
分
乃
歪
八
則
的

一
一
八
万
に
め
阿
る
o

防
/
に
賃
銀
協
約
仁
於
て
、
千
八
百
必
十
九

年
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割
以
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仁
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低
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度
を
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く
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λ
・
山
伏
般
に
於
て
、
千
九
百
四
年
十
二

月
五
箇
年
を
期
限
t
し
し
て
締
結
せ
ら
れ
北
る
賃
銀
協
約
け
い

昨
年
十
二
月
を
以
て
期
限
術
了
し
、
今
や
常
一
初
の
規
約
に

娘
ん
¥
本
年
一
一
一
月
、
ま
で
知
期
施
行
せ
ら
る
ャ
の
み
。
同
月

末
日
設
で
何
等
議
規
約
に
代
る
新
協
約
の
成
虫
を
見
吋
心
一
円

を
は
、
般
人
の
品
開
期
ず
る
所
な
る
が
、
此
協
約
は
其
路
行

中
坑
夫
の
賃
銀
炭
俄
共
他
に
如
何
な
る
影
響
k
反
ぼ
し
な

る
か
。
市
ウ
品
、
l

ル
ス
の
炭
破
に
於
て
は
、
千
八
一
白
レ
七
十

五
年
金
マ
平
'
路
焚
銀
泌
行
此
れ
、
炭
僚
と
資
銀
之
の
問
仁

均
衡
を
保
た
し
ひ
る
矯
め
、
石
炭
の
絞
出
俊
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椋
準
・
ド
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り
見
れ
ば
、
此
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皮
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け
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一
は
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低
限
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資
停
ど
定
ひ
る
と
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一
号
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亦
資
際
上
の
此
中
設
に
操
れ
ば
、
上
認
四
年
間
石
炭
の
平
均
積
出
一
健
治

必
要
と
潟
ん
/
、
現
に
千
九
百
一
二
年
必
一
月
サ
iJγ

グ
ヰ
ヅ
ド
は
十
四
ー
だ
ω
一
介
入
に
し
て
)
同
年
間
の
平
均
質
銀
は
線
路
一

ア
ー
ル
は
平
均
総
出
俊
絡
を
一
噺
十
一
志
十
芹
以
上
に
法
一
議
・
よ
i

り
四
割
八
分
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風
間
毛
以
上
に
居
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が
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の
な
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年
以
上
の
協
約
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…
ふ
じ
此
以
外
の
期
間
・
に
於
て
炭
見
沢
銀
が
之
、
ょ
b
聡
貸

せ
ら
る
、
、
ゃ
、
山
山
破
に
於
け
る
必
同
銀
政
右
の
最
低
限
度
仁
一
し
、
叉
之
ょ
ん
総
資
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鴻
れ
る
の
例
を
日
比
中
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o
瓦
に
千
九

漏
れ
る
に
、
炭
似
は
之
に
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ず
る
俄
絡
に
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や
ノ
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一
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六
年
以
来
貸
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低
の
状
況
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示
せ
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割
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分
五
原
八
毛
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上
郎
も
最
低
限
度
よ
り
凶
分
…
}
九
O
六
年
六
月
日
日
〈
十
〉
一
一
ぜ
一
一
…
j

百

五
郎
八
毛
以
上
の
気
鋭
を
文
挑
ぴ
大
る
に
石
炭
の
積
出
償
一
九
月
一
日
ハ
十
〉
五

O

}

一
一
七
五

絡
は
十
…
志
八
斤
十
分
の
…
を
示
し
、
千
九
百
六
年
に
は
…
一
九
O
七年
J

一
一
月
一
日
ハ
十
)
一
一
一
%
問
一
日
一
五

商
況
依
複
し
、
賃
銀
-
炭
償
共
に
上
絵
し
、
千
九
百
七
年
下
一
六
月
五
(
十
)
二
九
五
ニ
ー

九
月
一
日
〈
十
U

五

O

混

在

学
季
に
一

3
1、
淑
く
千
九
百
年
よ

b
千
九
百
一
年
に
於
け
一
十
一
一
月
日
日
ヘ
十
三

-
E
K

ふ

み
繁
柴
期
以
後
の
程
皮
ド
述
し
北
b
o
庄
ト
ド
大
・
憾
の
趨
勢
一
一
九
O
九
年
一
一
万
石
・
ハ
ご
込

O

五
五
O

を
表
示
す

J
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一

六

月

日

日

ハ

一

〉

七

五

間

七

五
一
差
等
の
給
間
取
よ
1
h

総
究
ず
る
と
を
は
、
賃
銀
協
約
は
炭

一
磁
仁
一
於
け
る
賃
銀
に
上
巡
の
傾
bvn
保
大
し
め
食
ゐ
ζ

と
切

な
b
。
而
し
て
賃
銀
協
約
の
裏
面
に
於
て
石
炭
採
揃
高
の

増
加
し
た
る
一
事
は
特
に
之
を
娘
、
げ
診
る
可
か
ら
ボ
J

心
部

ち
千
九
百
年
よ
b
千
九
百
一
一
年
仁
至
る
三
年
間
産
出
荷
は
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平
均
三
千
九
百
九
十
川
高
七
千
願
、
外
観
輸
出
拡
平
均
一
…
に
械
b
北
t
り。

千
百
九
十
一
部
九
千
噸
な
ん

'LK、
次
の
三
年
間
に
は
前
然
ら
ば
今
後
前
少
で
ー
ル
ス
炭
械
の
資
銀
協
約
仁
川
い
如

者
は
凶
千
三
一
百
二
高
九
千
級
、
ー
後
者
以
一
一
千
凶
百
十
六
部
仰
な
る
鶴
見
を
見
ふ
可
を
や
。
昨
年
十
二
月
十
三
日
間
合

八
千
噸
ー
し
錦
δ
、
千
九
百
六
年
以
後
に
は
、
一
良
に
左
の
如
一
市
内
ノ
品
、
・
l

・
ル
ス
炭
純
夫
総
合
は
注
の
諸
攻
を
決
議
し
於

く
地
加
し
校
b
c

一
。
。

成
田
尚
総
出
尚
一
(
ご
千
八
百
七
十
九
年
の
標
準
事
よ
t

り
一
一
一
割
以
上
IC.
し
松

山九
O
大
年
四
七
、
O
五
五
、
九
六
~
一
一
七
、
六
}
O
B
八
日
吋
…
る
現
在
の
最
依
限
皮
を
悶
割
以
上
と
改
む
る
乙
『
C
O

日九
O
七
年
間
九
、
九
七
八
、
一
九
六
二
九
、
九
五
大
J

一
八
六
一
(
二
)
千
八
百
七
十
九
年
の
標
準
卒
よ
ウ
六
割
以
上
と
す
る

}九
O
八
年
五
O
J
一
三
二
一
七
八
二
九
、
六
八
O
J
一
一
九
五
一
政
窓
口
問
限
皮
&
燦
止
す
る
に
と
o

千
九
百
九
年
の
数
字
以
斯
の
如
く
術
足
な
る
を
得
ナ
。
一
(
一
一
一
)
粉
炭
仁
到
す
る
文
郷
。

八
時
間
件
以
施
行
の
結
巣
と
し
て
、
産
出
荷
輪
出
荷
共
ド
減
一
(
問
)
規
定
以
外
の
場
所
に
於
け
る
蚊
労
働
に
狩
し
、
平
均
賃

少
し
北
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iし
撒
昔
、
今
後
次
第
仁
一
恢
復
す
可
を
の
徴
候
あ
…
銀
の
飾
墳
を
設
く
る
乙
と
り
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o
千
九
百
三
年
よ
F

り
千
九
百
五
炉
問
t

に
怒
る
三
年
間
町
広
三
(
五
)
夜
間
航
労
働
に
剥
し
て
は
、
議
開
傍
働
の
五
ぷ
到
す
る

鈎
と
a
L
I
九
百
八
年
と
わ
正
比
較
す
る
に
、
産
出
荷
は
一
割
レ
七
一
六
の
制
令
を
以
て
、
文
郷
宏
然
す

ζ
f，

O

分
を
、
総
出
市
政
ご
制
二
分
。
ゲ
q

婚
し
、
従
業
者
の
数
は
十
一
(
六
二
定
率
、
営
保
つ
を
得
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が
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仁
傑
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、
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修
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千
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滑
加
し
北
る
一
方
仁
、
坑
内
就
業
者
の
}
人
常
採
掘
市
は
一
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)
不
熱
線
地
上
欣
労
働
者
仁
一
扮
す
る
最
低
傑
路
賃
銀
を
…

三
百
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噸
よ
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り
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百
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一
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仁
械
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日
一
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志
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る
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獄
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の
地
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に
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居
る
人
を
怪
命
ず
る
乙
と
o

す
る
課
税
と
伴
以
芯
れ
ば
ザ
小
恐
爪
…
ー
な
る
か
、
土
地
増
償
に

〈
九
)
賃
銀
の
ニ
滋
挑
を
燦
止
し
、
一
週
梯
と
す
る
と
と
o

課
税
し
て
他
の
増
債
を
逸
す
る

h

は
如
何
な
る
理
由
に
基
く

以
上
は
闘
よ
1
0
弊
働
者
の
見
拘
よ
I

り
出
品
ぃ
長
る
依
項
な
や
、
土
地
以
外
の
目
的
物
針
体
的
摺
償
に
は
如
何
な
る
方

る
上
以
〈
、
議
く
協
約
に
探
用
せ
ら
る
ks
を
信
歩
る
能
は
絵
を
以
て
、
課
税
す
一
り
を
や
の
諸
問
題
ぶ
就
て
、
論
離
を

ヂ
、
唯
求
、
如
何
な
る
鮎
ま
で
賛
際
の
規
定
と
潟
ゐ
や
、
役
目
ル
る
に
歪
れ
F

り
。
設
に
は
土
地
熔
償
税
の
主
義
は
土
地
以

回

予

一

位

ナ

可

し

と

す

。

、

外

の

目

的

物

に

趨

用

す

可

わ

ら

が

『

ζ

一
再
ふ
所
論
宮
崎
抑
品
、
。

ニ
、
投
機
的
利
得
に
封
ず
る
課
税
説
一
般
に
資
本
家
が
資
金
全
鵬
蹴
出
し
て
、
鍛
滋
佐
敷
設
す
る

過
般
英
一
閥
政
府
が
議
舎
に
抗
山
山
し
ち
'
心
熔
税
務
集
中
、
…
場
合
を
組
像
ゼ
よ
。
鍛
滋
合
祉
の
林
中
一
応
自
己
の
資
金

地
税
法
財
投
機
射
倖
共
他
所
有
者
の
紙
切
資
以
外
の
閥
係
よ
一
堂
以
て
、
鍬
議
，
E
敷
設
し
、
資
金
を
蹴
出
す
る
ま
で
は
、

J

り
生

b
tア
心
地
俄
滑
加
敏
仁
濁
し
て
課
税
を
加
ふ
ふ
の
縦
一
鍛
滋
の
存
在
bz
見
る
ζ

ー
し
な
し
。
然
ら
ば
株
主
が
自
己

滋
に
暴
け
る
唱
の
に
し
て
、
増
税
計
世
獄
中
最
信
重
要
の
地
一
の
企
業
に
依
て
全
然
成
立
す
る
に
澄
れ
る
財
産
保
格
の

位
を
占
ひ
る
の
櫛
を
得
、
党
F

り
。
附
し
て
彼
の
世
s
l
ズ
バ
リ
一
増
加
を
自
ち
欣
得
す
る
は
鴬
然
に
し
て
、
恰
道
小
作
人

i
卿
が
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
於
付
る
演
説
仁
於
て
、
此
計
設
を
ふ
が
自
己
牧
穫
の
利
盆
の
み
一
部
を
占
h
u

る
と
異
な
る
所
な

批
評
し
、
土
地
に
於
け
る
射
倖
的
滑
僚
と
株
式
仁
一
於
け
る
一
か
る
可
し
0

仙
絞
ら
ば
之
と
同
一
の
潔
白
は
障
に
弔
地
偲

射
倖
的
幣
僚
と
の
問
に
何
等
区
別
す
可
を
も
の
な
を
こ
と
一
の
増
加
に
劃
し
て
、
之
&
主
張
す
る
を
得
る
や
F
C
一石ふ

を
指
摘
し
、
双
方
区
別
企
存
せ
才
る
に
拘
は
ら
下
、
一
方
ぶ
一
仁
一
決
し
て
然
る
を
徳
山
y
o
土
地
は
奨
所
有
者
の
潟
す
所

課
枕
し
て
、
他
仁
課
税
せ
か
い
る
の
矛
盾
営
感
げ
北
る
よ
i

り
、
戸
叉
拡
翁
3
v
る
所
よ
1

り
分
断
し
て
、
存
夜
、
ず
る
唱
の
な

世
間
此
批
詳
の
常
一
台
に
濁
し
〈
、
積
々
の
続
企
牛
…
b
、
土
地
・
'
り
o

人
が
渋
業
上
の
目
的
を
以
て
土
地
土
所
有
す
る
場

蕊
増
税
は
他
の
閥
横
類
之
見
倣
3
る
し
一
、
射
伴
的
柏
崎
僚
に
扮
令
に
は
、
耕
作
の
結
果

ιし
て
、
英
治
地
債
格
仁
地
滋

. 

隠輔鏑副

‘ h 
'‘一、γ-， ， 

99-， 

a

を
来
す
も
の
に
非
宗
。
宅
地
償
拡
鍛
滋
の
償
格

2
・
異
る
を
菟
わ
れ
安
。

な
}
り
、
一
会
然
所
有
者
の
放
下
し
牝
る
資
本
と
関
係
ま
有
一
一
一
、
世
界

A

貿
易
市
坊
に
於
け
る
英
湖
南
倒
の
競
争

}
ず
る
仁
と
な
く
、
所
有
有
よ
'
り
孤
立
し
、
叉
所
有
者
の
近
年
同
間
際
貿
易
の
市
場
に
於
て
、
英
捌
の
貨
物
一
拡
締
賂

如
何
に
拘
は
ら
-wヘ
存
在
し
、
所
有
者
の
行
郊
に
依
て
ケ
競
争
口
仰
の
絡
め
に
駅
遂
せ
ち
る
h
B

の
説
わ
ら
。
闘
税
改
革

創
成
せ
ら
れ
歩
、
所
有
者
が
作
翁
せ
歩
、
文
文
舵
せ
か
二
論
者
の
如
念
、
騰
を
大
に
し
て
此
租
の
械
設
を
体
抑
制
す
ふ

一
ネ
所
潟
に
依
て
創
成
せ
ら
れ
、
慌
て
偶
成
(
匂
コ

g吋
口
包
)
一
に
勉

υる
唱
の
h
如
し
o

最
近
作
稀
の
統
計
に
就
て
調
夜

な
る
鮮
を
用
ゆ
る
の
外
、
如
仰
な
ふ
名
稲
吉
弘
μ
判
ず
る
一
し
、
な
る
所
に
操
れ
ば
、

4

防
関
蹴
守
の
獄
例
ば
必
・
一
ア
し
竜
一

能
以
合
る
に
出
品
る
。
万
人
土
地
仁
締
僚
税
の
主
義
を
競
周
一
部
論
者
の
州
市
ふ
る
が
如
く
な
ら
ヂ
。
今
爾
閥
貨
物
の
市
場

ず
る
と
同
…
の
桜
訟
を
以
て
、
株
式
に
此
主
義
を
諮
問
'
一
を
第
一
英
同
所
属
領
地
.
鈴
二
欧
訓
以
外
の
諸
外
閥
、
第

ず
る
批
判
m米
中
乞
考
ふ
る
に
、
双
方
の
坊
令
に
於
て
、
特
殊
ご
一
一
欧
制
諮
閣
の
一
一
一
顧
仁
阪
別
し
、
千
八
百
九
十
五
年
よ
i
り'

の
企
業
必
を
泊
喪
せ
し
む
る
に
盗
る
は
勿
論
な
れ
ど
一
千
九
百
六
年
仁
至
る
十
二
年
間
の
平
均
仁
就
て
紛
長
の
開

港
、
其
結
果
は
会
く
異
な

b
、
土
地
の
坊
公
に
総
会
ー
な
一
係
を
見
る
に
去
の
如
し
o

る
鮎
一
果
、
右
生
・
一
V
J
H
ゐ
仁
反
し
、
株
式
の
坊
令
仁
、
不
吉
の
一
第
一
表
、
十
九
英
悩
一
獄
口
比
一
地
一
敢
一
に
脱
倣
-
仁
一
於
け
る

結
果
を
生
性
才
る
を
符
安
。
前
者
に
於
て
例
ヘ
ば
純
然
一
輸
入
(
単
位
千
紛
)

セ
る
投
機
の
念
を
以
て
土
地
を
阿
武
入
る
k
R

と

と

を

妨

げ

一

‘

英

図

よ

り

絢

滋

主

一

り

へ

、

1
1
1
1
1
1
1
t
r
i
l
l
i
-
-
L
i
l
l
i
-
-
L
I
l
i
-
-
-
4
1
j
r

一
ん
か
、
之
宮
目
し
て
何
人
も
れ
公
共
の
不
寧
と
す
る
者
な
一
一
会
i
八
一
包
丁
六
伊
加
額

X
設
i
A
況
の
一
一
二
三
捌
か
制

が
る
可
し
J
，
雌
唱
、
後
者
仁
一
於
て
新
鋭
の
商
業
上
の
企
~
印
度
目
一
人
、
合
一
ご
ハ
一
一
)
合
一
一
説
、
。
一
一
八
一
、
一
元
一
一
J
4
4
1
2
M

河
、
.
;
}
出
仰
炭
砿
民
地
一
一
、
六
ニ
六
一
品
、
瓜
一
一
一
一
凡
九
六
、
一
一
一
八
九
山
ハ
O

一一一一一一-

識
宏
妨
?
る
仁
王
ら
以
籾
式
舎
一
枇
仁
封
ず
る
投
資
を

f
p

一
、
同
尚
一
一
一
、
八
九
内
同
瓜
七
八
〕
一
六
七
‘
八
六

妨
げ
、
資
本
を
外
闘
い
L

駆

逐

し

、

財

産

広

治

容

を

加

ふ

モ

ウ

サ

ジ

ャ

柔

六

一

一

三

九

史

話

ス

也 一、ヲ一、

‘、"

司 ・.
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一
通
一
忠
一
一
な
ゐ
仁
、
濁
の
崎
市
加
は
百
十
開
高
五
千
勝
仁
川
鵬
ぎ
ヂ
。
然

・司・4
a

、

φ

一

ー

一
一
け
唱
法
等
市
坊
に
於
て
紙
、
有
統
計
仁
制
御
仰
い
セ
ゐ
時
期
の
は
淑

ニ副一，f

・3a
r

z

f

'

:

ー

一ι
…
終
吸
筒
月
間
燦
洲
が
英
闘
に
少
併
の
特
取
を
雌
小
へ
た
る
ζ

…o
一
一
三
宮
除
品
。
て
は
、
雨
閥
会
・
く
劉
欽
す
の
地
般
に
点
も
柁
る
も

一
一
一
均
一
の
な
よ
リ
。
之
を
み
一
搬
に
就
て
見
れ
ば
、
英
領
に
到
す
る
英

弘
ハ
…
閥
貿
易
の
増
加
は
濁
滋
賀
易
の
滑
加
に
十
倍
ず
る
も
の
に

川
合
一
し
て
、
此
方
而
に
於
て
獅
泌
が
英
闘
に
淑
て
有
力
な
み
競

一
七
一
事
者
に
非
公
る
乙
と
・
勿
輸
な
b
o

」、r-u
一
欧
州
側
以
外
の
諸
外
捌
に
闘
す
る
統
計
は
甚
だ
不
完
会
に

一
回
一
し
て
、
僚
に
七
筒
闘
に
就
て
比
較
を
然
ず
を
得
る
に
混
ざ

二
ホ
ノ
。
一
向
し
て
其
結
果
は
志
の
如
し
。

J

…
第
二
表
鍬
洲
以
外
右
外
闘
に
於
け
る
輸
入

f

(

単
位
千
勝
)

閥、側一…同九

英
問
。
ょ

前
楽
に
掠
れ
ば
揃
民
地
中
一
と
し
て
英
閣
の
貿
易
が
溺
…

巡
の
貿
易
ょ
ん
〆
け
刀
法
引
大
の
熔
加
を
一
所
3
N
E
る
唱
の
な
し
。
…
竣

九

同

A41

印
度
に
蜘
却
し
て
英
関
以
一
年
二
千
凶
百
二
部
八
千
砂
の
摺
い
いH

日
4

一

加
を
認
し
北
る
仁
、
粥
逸
の
増
加
は
千
一
一
一
宵
十
四
時
砂
仁

止
ま
L
、
波
洲
仁
潤
し
て
以
英
の
増
加
一
一
一
百
二
十
凶
前
跡
的

. ， 
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J

ア

γ
ド

ナ

ダ

一丸、
h
w

…公一
同、八…一一

話、一一括刈

メ、さ5
h 、

o タむ
こ匂 ;Jt. 
.::c.."" ご九

ι品 三4、l 、
五時
....... (ニコ

辺
、
高
千
三
世
話
¥
説
、
同
六
九

木

一

一

J

誠
一
一
、
0

8

一
一
三
一
一
雨
前
記
英
憾
溺
仮
説
に
欧
洲
以
外
の
諸
外
側
附
仁
到
し
て

合
計
課
、
一
五
五
、
同
九
八
一
一

3
8
q附
一
一
一
一
一
一
、
さ
は
、
英
籾
州
南
側
の
間
に
地
理
上
の
俊
宏
に
就
て
何
仙
寺
設
議

前
義
母
見
る
い
L

、
従
闘
が
組
側
滋
V
L

比
較
し
て
貿
易
増
加
ご
め
る
仁
非
ホ
J

O

瞬
間
以
是
等
地
方
ド
貨
物
&
締
法
す
る
に

綴
の
劣
れ
る
は
幾
百
寄
、
制
官
利
、
，
W

ノ
テ
グ
ウ
ぷ
!
の
一
一
一
附
…
設
期
間
…
な
る
を
以
℃
、
競
争
上
の
関
係
亦
濁
等
な
ん
之

な
6
0
然
4
鶴
一
商
帝
仁
川
到
し
て
は
前
掲
年
次
後
英
関
の
資
…
一
万
ふ
可
し
。
此
鮎
仁
就
て
多
少
の
相
逃
わ
る
欧
側
諸
閥
に

日
初
綜
著
し
J
j
J

川
市
加
し
、
現
に
千
九
百
八
年
感
一
四
百
広
野
す
…
帆
測
す
る
関
係
伝
記
泌
す
る
以
前
仁
、
上
認
の
結
集
会
概
一
お

る
実
関
の
輸
出
は
三
一
尚
一
一
一
十
五
郎
六
千
砂
な

b
し
に
、
税
一
す
れ
ば
、
ふ
訟
の
如
し
ο
(
開
市
役
千
勝
)

巡
の
輸
出
は
二
百
八
十
九
前
九
千
砂
に
止
ま
れ
y
h
J
O

相

官

利

一

決

鴎

よ

り

総

入

砂

地

・

よ

り

総

入

い
お
到
し
て
弘
、
英
樹
輪
出
の
濁
逃
輸
出
仁
苅
泌
す
る
金
額
一
対
汁
勺
孔
升
川
副
州
側
一
斜
刈
刈
計
川
副
州
州
仰

は
逐
年
増
加
し
っ
、
あ
る
乙
・
と
左
中
衣
の
如
し
(
即
位
千
勝
二
十
九
英
同
窓
会
長
…
一
二
同
一
一
、
…
一
九
州
以
、
1
5
内
六
三
一
一
二
。
、
老
川
、
同
一
回

年
決
同
制
巡
説
話
器
一
紅
側
洲
以
外
三
八
一
心
民
、
一
石
川
一
山
、
袋
一
一
六
五
口
問
。
、
同
一
二
一
一
…
武
一

一九
O
一
一
一
凶
、
O
ニ
九
ニ
、
九
二
四
日
二
O
五
一
一
径
一
、
七
一
一
一
川
一
一
一
心
、
流
出
八
尚
、
八

O
M

一一一一一ぷ
O

一一一ろ、九八八一八、
O

会

〕九
O
問
問
、
一
一
一
O

〕
一
号
一
八
四
一
、
二
七
一
然
ら
ば
最
後
仁
欧
州
側
大
陸
諸
隊
仁
於
て
は
、
業
側
何
回
附
図

《〕九
O
五
五
‘
一
一
一
一
一
一
四
五
一
一
一
、
六
九
つ
七
六
五
一
の
貿
易
は
如
何
な
る
関
係
仁
応
る
や
o

A
応
答
市
坊
の
議
活

日九
O
火
大
、
六
三
一
一
閥
、
三
六
五
二
、
一
一
六
七
一
重
要
な
る
N
U
の
は
、
仰
れ
も
籾
巡
の
附
近
仁
杭
b
、
随
て

ウ
ヲ
グ
ι
ー
に
艶
し
て
宅
英
闘
の
貿
易
は
千
ふ
ん
百
五
年
一
猟
惑
は
少
額
の
裂
郊
を
以
て
、
品
ル
般
か
市
坊
に
貨
物
bp-
搬
出

来
漸
次
増
加
し
っ
h

あ
1
b
o

而
し
て
レ
心
的
脳
会
櫛
に
就
て
…
ず
ゐ
宏
符
ゐ
が
故
仁
、
此
紡
に
就
て
英
樹
を
波
加
納
品
Y
る
も

見
る
仁
、
英
闘
の
貿
易
は
毎
年
千
九
百
四
十
九
前
向
八
千
紛
の
あ

bGE在
に
十
八
欧
蹴
諸
制
聞
に
慨
す
る
統
計
を
扮
?
。

を
滑
加
し
、
猫
滋
は
千
三
百
六
十
六
高
三
l
磁
を
埼
加
し
(
単
位
千
時
間
)

鍛
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第
一
一
一
表
.
欧
側
十
八
街
闘
に
船
内
ず
る
貿
易
獄
お
の
表
中
柳
h
v

務
自
を
一
袋
ナ
る
は
、
和
蘭
の
貿
易
が
英

)
i
i
Mト
円
い
i
h

川、
i
M
l凶
ι
μ
H
i
!ノ
闘
に
封
し
℃
百
二
高
八
千
勝
を
、
獅
逃
仁
川
到
し
て
二
千
五

五
千
八
一
色
一
一
一
上
九
叫
削
減
一
会
|
八
一
治
一
一
了
内
鳩
山
跡
一
百
十
九
高
レ
七
千
砂
ど
増
加
し
忙
る
の
一
容
な
ん
〆
O

減
る
数

践
同
盟
二
、
一
一
議
一
o
d
己
(
一
)
台
以
七
一
八
、
六
九
七
一
一
一
一
、
七
一
一
一
一
(
土
門
。
一
一
三
‘
ー

結

成

2一一一同
J

毛
主
以
内
綿
一
品
、
八
A

M

M

ペ八七本
k

八
苦
一
一
手
配
現
出
せ
る
原
凶
は
和
蘭
の
貿
易
報
告
に
於
て
は
多
額

瑞
典
会
民
八
、
一
一
一
日
一
三
二
、
会
さ
一
一
ル
一
一
一
三
口
二
~

M

、
突
…
の
加
減
税
同
聞
は
内
側
附
消
費
に
供
せ
ら
る
、
唱
の
と
記
録
せ
ら

ず
珠
川
、
川
一
日
以
バ
ル
七
(
十
)
刈
八
附

300
二
、
七
一
一
一
心
不
月
六
一
一
一
二
る
れ
ど
毛
、
貨
は
議
過
貨
物
に
止
ま
b
、
而
し
て
糊
州
議
の

和
問
一
一
一
バ
一
六
一
一
一
一
、
話
不
)
一
、
。
一
一
八
一
一
さ
さ
一
色
、
一
尽
き
一
一
三
宅
一
貨
物
け
い
英
米
英
他
滞
閥
へ
輸
出
せ
ら
る
』
に
瞥
今
、
一

R

1
j
A
3八
一
一
同
、
会
主
主
)
川
、
一
一
路
八
ぷ
一
一
一
九
五
三
託
子
六
、
七
一
一
三
和
蹴
を
通
過
し
、
和
閣
の
総
入
日
仰
と
し
て
記
鍬
せ
ら
る
h

側関同一九五六九一一同、一一一一地主州、コ災一一一、六一一一一五、五一一一七宗内.月一叶)

端
11

同
一
一
、
O
M

一一一三一一;)六一一一二一一、一兄一六、六七一二十
}

M

E

弘
一
の
一
事
に
ふ
仕
I

り
。
故
に
溺
逃
の
駄
抑
諸
倒
に
封
ず
る
脇
凶

器
芳
一
一

b

八
一
一
八
話
、
発
注
一
、
一
三
一
、
一
一
八
二
一
一
、
ニ
刷
パ
ヘ
士
会
側
一
統
計
仁
川
多
少
計
算
の
喜
せ
る
も
の
あ
え
俄
仁
之
を

凶
班
一
牙
六
、

0
2
3一
一
一
一
主
契
一
、
突
リ
…
J

ハ
ム
ハ
ム
ハ
(
十
一
一
、
九
一
八
二
千
高
砂
と
す
る
号
、
常
ほ
英
闘
の
川
市
加
額
二
千
六
百
九

伊
太
一
利
九
、
附
一
八
一
側
、
。
一

0
3
2ル
…
…
三
笠
一
一
、
送
手
一
万
一
一
三
十
七
潟
八
千
勝
仁
一
到
し
、
初
逃
の
摺
加
額
は
必
千
六
百
二

器
関
万
八
円
三
一
一
三
金
一
二
三
七

TAd-05
一
三
八
三
十
一
一
…
市
内
六
千
勝
切
に
法
ず
。
附
し
て
欧
洲
市
坊
に
於
け
る
初

が
欄
一
、
…
一
一
一
一
一
二
一
一
一
土
)
一
史

i

一一石川川一一一
O

〈
十
一
三
滋
賀
易
の
使
命
慨
は
要
す
る
に
制
泌
が
地
理
上
の
悦
宜
に
依

幅
一
一
一
川
(
ご
川
一
一
石
川
六
八
一
一
平
¥
汁
…
o
八一

M

r

'

k

・
…
て
、
館
前

mh
端
典
、

I
抹
、
和
的
、
倒
蹴
官
、
瑞
菌
、

ヰ
ア
ニ
九
一
九
八
一
千
~
一
元
一
間
八
三
一
一
一
中
、
一
六
日
品
一
i

か
い
ト
マ

3

一
関
向
捌
と
貿
易
の
閣
総
ず
る
の
二
事
に
陥
ず
可
し
0

・J

了
一
一
、
会
一
一
一
…
、
O

一七三八以内一一一、八六一

N
d
M
O
S

一先
}

;

!

i

令
利

1

1

1

1

3

誠一一一
2
8
5

八
、
一
一
段
臥
掛
品

Z
英
関
貿
易
の
滋
漣
は
滋
々
、
文
I

り

ιず
る

狐
泌
一
一

3
8
一一一凶
J

一美三、内一一六

i
l
i
-
-
号
、
命
ほ
英
関
脇
仮
に
封
ず
る
貿
易
上
・
。
必
官
、
設
裂
の
閥

合計一菜、一一一一三六一一一、一一
2
3
)
一
一
内
、
会
八
一
元
、
二
一
二
段
、
世
話
八
へ
土
八
六
、
一
一
コ
一
六
係
を
有
す
る
を
認
め
診
る
一
吋
わ
ら
や
/
。
前
者
に
掠
れ
ば
i
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U
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制
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溜
溺
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設
調
斜
問
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態
調
窓
際
社
総
誤
認
線
路
樹
齢
間
約
調
針
路
結
露
誤
認
議
議
選
習

g
i
i
Z
5弱
議
選
襲
警
鐘
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b
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諸
外
闘
は
英
図
よ

b
千
八
百
九
十
五
年
乃
宝
九
十
八
年
に
文
郷
に
充
て
、
申
は
援
引
先
の
銀
行
に
就
窓
側
鵡
商
銀
行

以
平
均
一
一
億
一
一
一
千
六
百
二
十
二
寓
お
千
紛
を
二
十
九
百
一
一
一
の
必
定
歩
合
例
ヘ
ば
三
分
仁
て
訴
、
割
引
を
依
頼
し
、
銀
行
4

年
月
一
会
六
年
仁
純
平
均
…
依
六
千
三
百
二
十
高
五
千
緋
k
d
は
手
形
搬
了
す
る
五
日
前
ま
で
之
注
所
持
し
、
業
時
に
蕊

輸
入
し
き
'
Q

に
到
し
、
英
関
脇
飯
叶
料
品
例
年
ー
に
九
千
六
百
九
一
ィ
‘
乏
-
配
備
関
前
銀
行
い
kwmJ却
し
、
斯
く
し
て
側
関
西
銀
行

十
五
高
三
千
砂
、
後
年
に
一
位
凶
千
二
百
五
十
九
寓
紛
ど
一
は

4

古
一
日
間
仁
和
散
す
る
利
子
を
利
均
批
正
し
て
牧
り
ふ
を

輸
入
じ
北
ふ
の
み
。
而
し
て
欧
洲
以
外
諸
外
岡
中
に
は
統
一
得
。
故
に
悌
蘭
阿
仁
一
於
て
俄
仁
小
初
予
制
度
が
大
仁
行
は

計
不
備
の
故
宮
以
て
削
除
し
な
ゐ
悶
あ
ら
。
総
て
赴
等
を
一
"
心
、
…
ト
至
れ
ば
、
如
上
の
闘
停
y
h
t
り
側
関
W
銀
行
の
得
る

加
へ
ん
わ
、
一
見
仁
実
捌
の
外
凶
輸
出
績
に
一
一
一
千
五
百
高
砂
一
利
設
は
消
滅
す
る
仁
歪
ら
や
C

る
宮
得
食
。
め
川
ほ
倒
的
附
W

間銀

内
外
の
増
加
を
京
し
、
防
て
英
闘
よ
し
外
側
t
f
の
貿
易
は
英
…
行
の
平
時
広
一
於
け
る
一
の
蛾
開
業
料
…
ニ
片
付
五
町
叉
紋
四
分
の

閥
ー
に
腕
阪
と
の
貿
易
ょ
，
h

二
倍
の
鴻
加
を
告
げ
柁
る
の
事
一
利
子
、
に
て
、
，
…
付
償
鈴
券
仁
胤
判
ず
る
撚
保
貸
出
を
錦
ず
の
一
一

鷲

宮

川

明

仁

ず

可

し

。

一

事

な

ん

。

以

上

手

形

期

限

に

闘

し

、

九

十

日

以

内

そ

制

限

凶
、
仙
一
附
銀
行
業
の
特
徴
一
と
す
る
は
、
躍
に
小
一
額
翌
ず
形
の
み
仁
止
ま
ら
み
少
、
一
般

英
仰
附
閥
銀
行
の
総
業
総
総
を
比
較
す
る
仁
、
禁
問
の
…
の
手
形
に
及
ぶ
唱
の
な
ら
。
悲
し
例
蘭
河
銀
行
は
依
例
の

相
泌
総
く
可
色
町
の
あ
1

り
o

英
閣
に
於
て
は
小
初
手
取
引
…
命
、
下

J

る
所
仁
一
様
・
夕
、
九
十
日
以
上
の
期
限
の
乎
形
を
割
引

践
に
し
て
、
.
谷
秘
的
文
搬
は
小
切
手
仁
依
て
行
は
ゐ
h

一炉、一
A
qノ
吋

bz得
歩
、
刀
ん
憐
例
上
五
日
以
内
の
期
限
の
子
形
乞
も

例
繭
商
仁
一
於
て
は
小
梅
耐
の
手
形
(
額
面
二
千
五
百
法
以
一
割
引
せ
ん
恥
ノ

O

岩
し
も
手
形
期
限
雨
一
一
一
日
に
泌
S
Y
ふ
る
の

下
)
一
般
仁
授
受
せ
ら
れ
、
別
し
〈
是
等
の
手
形
似
九
十
一
な
ち
ん
に
は
、
錦
繍
国
銀
行
は
五
日
間
の
利
子
じ
相
殺
す

日
以
内
ナ
…
以
て
期
限

t
すノ
O

故
い
い
甲
が
乙
仁
滞
日
間
五
百
絡
み
取
立
手
数
料
配
線
し
て
、
手
形
代
金
一
取
立
仁
膝
ー
ヂ
る
の

な
貿
却
す
れ
ば
、
乙
は
九
十
日
郷
の
手
形
を
振
出
し
て
其
み
ー
若
し
も
斯
く
せ
合
ゐ
之
を
は
、
小
銀
行
は
備
制
闘
W
開銀

}一一一一五

事長

~長
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秘
糊

行
営
利
用
し
て
、
子
形
の
取
立
を
行
ぴ
、
以
て
取
立
の
失
ー
別
ず
る
所
な
か
る
可
か
ら
ー
チ
。
彼
の
グ
レ
ヂ
リ
4
4

ネ

i
、

史
上
弦
が
れ
ん

E
ナ
る
に
同
点
る
可
色
合
以
て
な
1
9
0

ソ
ν
Z
J
γ
1
3
3
、
サ
小
」
プ
ル
、
ゴ
ム
プ
ト
ア
の
如
告
は
自
ら

側
随
所
的
銀
行
業
に
於
て
、
大
級
問
手
形
と
小
叡
聞
手
一
多
数
の
集
配
人
を
筒
さ
、
敢
て
手
形
取
立
に
就
て
倣
蹴
一
両

苧
と
の
問
に
、
織
設
な
る
一
服
別
を
存
ず
ふ
の
事
笠
弘
之
を
一
銀
行
の
助
力
寸
断
刊
一
仰
が
ふ
と
丸
一
郎
く
小
額
…
則
子
一
か
の
一
取
引
に

認
め
w
d
ゐ
可
か
ら
さ
印
私
大
級
両
手
形
に
封
ず
る
市
場
一
関
係
せ
LYo
千
九
官
八
年
中
倣
随
所
銀
行
が
初
引
し
な
お

利
率
は
例
鴎
四
銀
行
の
が
工
令
ぶ
J

り
も
一
慨
し
て
.
総
合
に
居
ゐ
一
手
形
ど
百
六
十
レ
安
部
二
千
六
百
五
放
の
内
‘
初
出
一
h
u法
乃

を
以
て
、
応
格
な
る
人
け
い
備
制
側
四
銀
行
以
外
の
銀
行
仁
川
縦
一
一
申
告
扶
的
手
形
は
三
一
日
ど
十
高
千
九
一
白
九
十
枚
印
も
み
山
一
慌

て
、
割
引
を
求

υソ
心
仁
主
7

乞
然
ゐ
仁
例
的
商
銀
行
の
渉
…
の
凶
割
八
分
に
よ
れ
よ
ッ
。
凶
よ

b
大
な
る
金
融
令
枇
は
一
取

合
以
金
一
磁
を
説
b
て
同
率
仁
し
て
、
叉
陥
例
目
'
'
ω
」
縦
攻
な
る
と
一
引
先
が
最
低
限
以
上
一
の
位
脱
残
高
配
布
せ
グ
る
限
'
り
]
斯

共
に
取
引
先
ぶ
測
す
る
州
般
市
紅
会
一
や
無
私
な
人
ゾ
。
時
-
五
…
ゐ
微
細
の
取
引
に
蛍
三
少
、
叉
有
償
議
参
を
捻
保

ιナ
ふ

仰
な
る
小
商
人
叉
は
小
銀
行
止
雌
ぢ
、
一
皮

α例
蹴
西
州
制
~
貸
出
に
就
て
以
、
例
凶
諸
銀
行
以
慣
例

t
し
て
仰
誠
一
問
銀

行
と
取
引
合
聞
く
や
)
小
紘
一
断
乎
形
の
割
引
ん
と
依
抑
制
し
、
…
行
歩
合
の
外
ト
ド
手
数
料
を
淑
し
、
六
十
日
の
期
限
納
了
の

来
的
側
一
公
債
、
…
隊
捌
一
公
的
、
向
い
弔
問
主
一
市
佼
等
を
於
保
'
仁
し
て
、
一
際
、
一
御
者

k
倣
牧
ず
る
を
常

ιず
。

償
秘
の
八
割
安
で
貸
出
を
濡
求

Y
る
を
位
。
煩
く
て
市
坊
…
英
偽
溺
閣
の
銀
行
業
を
比
絞
し
て
'
迭
の
等
し
を
は
、

利
率
M
m

的
関
一
尚
銀
行
の
歩
合
よ
l
り
議
仁
低
含
坊
令
に
於
て
…
例
蹴
一
間
銀
行
の
鶴
業
中
文
応
仁
川
依
て
行
駄
目
ゐ
khuυ

の
多
を

宅
、
此
利
率
以
大
級
問
手
形
に
の
み
総
別
品
に
ら
ゐ
k

久
が
故
一
一
事
p
u
v
b
o

災
前
銀
行
、
じ
地
方
ド
九
筒
の
文
応
含
有
す
る

に
~
依
然
小
額
而
手
形
の
割
引
じ
仰
関
商
銀
行
仁
集
往
す
，
に
池
町
げ
な
る
に
、
倒
的
附
銀
行
料
約
郷
土
泌
b
閥
百
七
十
九

る
に
同
点
ふ
唱
の
な
ら
'
O

ー

の

す

〈

応

出

総

所

を

有

ー

し

、

共

内

の

八

以

mum-市
内
に
旋
ehG

九
日
識
の
銀
行
業
と
大
な
る
金
融
食
一
般
よ
し
の
間
に
唱

-m旧

m
a
側
蘭
百
銀
行
が
同
問
家
仁
一
ゎ
一
績
の
納
付
金
を
ふ
芳
一
抑
ふ
じ
拘
以

総

--' 

大

、'"
・ .一 ，・ー・一一 一.

，1・、 ‘ ー・ ‘ι ・・一・ 6

4 、〆‘、・、・‘ i ・‘ a
'!鼻 ーーョ i 句'‘ ζ
♂・a ・!

I ‘・←. ， 
. 、 ・・・'

一一、 4

T 

105 

ら
示
、
官
ほ
荷
傘
の
配
蛍
生
株
主
に
制
限
血
ハ
ず
る
を
得
る
は

地
方
の
総
業
に
依
て
ぺ
多
額
の
牧
議
宏
牧

U
る
の
結
果
と

す
。
郎

E
T九
百
八
年
中

mu
…mド
ト

於

て

得

、

北

る

総

収

袋

千

小

金

利

市

八
百
お
十
一
…
前
向
…
千
百
絵
に
野
し
、
地
方
に
於
て
俗
文
る
z

…
批
烈
然
ル
仙
の
論
戦
仁
ふ
世
界
の
耳
目
ナ
ゲ
強
効

L
K
ゐ
後

総
牧
認
は
一
日
…
千
四
百
十
二
部
四
千
絡
に
上

b
、
前
者
の
誠
一
英
mm
の
上
院
以
訟
に
・
昨
年
十
一
月
一
二
十
日
子
以
℃
減
算
案

引
高
八
十
穴
億
二
千
六
百
八
十
六
高
間
千
百
絵
仁
川
到
し
、
ア
γ
一
否
決
し
終
れ
ん
ro

倒
よ
ら
上
院
が
採
算
排
斥
の
斜
め
仁
ノ

後
者
の
取
引
高
は
百
一
?
?
一
億
二
千
間
百
一
一
一
十
九
高
一
一
一
千
…
朋
び
下
ゐ
形
式
は
熊
格
な
る
ゆ
ず
炎
上
ち
一
五
へ
ば
示
n
決
に
I
ζ

占
有
絡
に
認
し
社
I
り

。

一

一

子

治

.

可

含

込

の

に

作

却

下

し

て

ヅ

ン

ナ

刈

ー

が

山

仁

川

卿

M
V

探
賊
し

倣
闘
一
向
銀
行
の
特
徴
t

と
し
て
、
縫
策
上
に
京
大
の
関
係
一
文
ソ
心
胤
誌
は
貨
に
庄
の
如
く
な
ん
を
。

あ
る
綜
、
総
て
の
.
取
引
先
仁
測
す
る
初
引
歩
合
が
一
定
せ
一
珠
算
案
が
附
州
民
会
般
の
剣
附
聞
に
委
せ
ら
れ
な
る
に
先
丸

る
の
…
事
仁
し
て
、
此
制
限
あ
る
が
斜
め
に
、
金
融
市
場
一
，
t
本
一
院
が
之
れ
に
同
窓
L
Y

一
山
県
ふ
ゐ
以
王
位
な
ら
安
之
総

仁
於
て
金
利
の
低
除
忍
る
と
を
い
μ
)
口減
a

肢
の
手
形
松
倣
的
一
ひ

商
銀
行
に
・
米
ら
公
る
な
p
h
/
O

然
れ
ど
活
手
形
不
般
の
矯
め
一
服
訟
の
制
限
定
以
武
仁
巧
妙
を
極
め
北

U04
の
と
云
ー
か
可

仁
、
同
銀
行
の
蒙
る
損
容
以
敢
て
大
な
ら
み
少
、
千
九
百
八
一
し
創
弘
彼
等
は
事
変
上
革
命
的
の
行
動
Lr汲
て
し
な
似
、
ら

年
中
の
損
失
は
俄
仁
五
十
八
高
八
千
六
百
二
十
八
絵
に
止
一
・
74
ぶ
附
ず
る
仁
堂
々
柁
る
民
主
的
の
名
目
を
以
て
叫
に
お
な

ま
れ
Lノ

O

7

0

換
言
す
れ
ば
彼
等
は
閥
民
を
し
て
、
設
住
期
か
み
泣

一
大
問
問
問
の
解
決
以
占
/
ん
ξ
慾
邸
中
氏
の
強
商
務
列
仁
、
愛
す
河
合

唱
の
J
・
忠
悦
す
.
る
が
故
に
今
や
専
必
側
関
凶
ぬ
よ
ん

J

の
信
械
を

待
サ
り
つ
h

あ
る
も
の
な
る
を
信
州
r
し
め
ん
と
A
T一
て
・
花
る
な

ロ
…
ぷ
者

英
凶
憲
法
上
の
危
機
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